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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル を 備 え 、
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 電 解 質 膜 と 、 前 記 電 解 質 膜 を 挟 ん で 配 置 さ れ た 燃 料
極 及 び 空 気 極 と を 有 し 、
第 ２ セ ル は 、 燃 料 極 か ら 空 気 極 へ の 、 電 解 質 膜 を 通 る 液 体 燃 料 透 過 が 第 １ セ ル よ り も 大 き
い こ と を 特 徴 と す る 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ セ ル と 第 ２ セ ル は 、 熱 的 に 接 触 し て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ２ セ ル の 電 解 質 膜 は 、 第 １ セ ル の 電 解 質 膜 と 同 じ 材 料 か ら な り 、 か つ 第 １ セ ル の 電 解 質
膜 よ り も 膜 厚 が 薄 い 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ セ ル の 電 解 質 膜 と 第 ２ セ ル の 電 解 質 膜 は 、 互 い に 異 な る 材 料 か ら な る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル を 備 え 、
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 電 解 質 膜 と 、 前 記 電 解 質 膜 を 挟 ん で 配 置 さ れ た 燃 料
極 及 び 空 気 極 と を 有 し 、
第 ２ セ ル の 電 解 質 膜 は 、 第 １ セ ル の 電 解 質 膜 と 同 じ 材 料 か ら な り 、 か つ 第 １ セ ル の 電 解 質
膜 よ り も 膜 厚 が 薄 い こ と を 特 徴 と す る 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル を 備 え 、
第 １ セ ル 及 び 第 ２ セ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 電 解 質 膜 と 、 前 記 電 解 質 膜 を 挟 ん で 配 置 さ れ た 燃 料
極 及 び 空 気 極 と を 有 し 、



第 １ セ ル の 電 解 質 膜 と 第 ２ セ ル の 電 解 質 膜 は 、 互 い に 異 な る 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
第 ２ セ ル の 空 気 極 は 、 Ｃ Ｏ 被 毒 耐 性 触 媒 を 備 え る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か １ つ に 記 載 の 液 体
燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
第 ２ セ ル は 、 第 １ セ ル に 対 し て 電 気 的 に 分 離 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の
何 れ か １ つ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
第 １ 閾 値 温 度 で 流 量 が 零 に な る よ う に 、 第 １ セ ル の 温 度 に 連 動 し て 第 ２ セ ル の 燃 料 極 へ 供
給 さ れ る 液 体 燃 料 の 流 量 を 変 動 さ せ る 液 体 燃 料 流 量 制 御 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 液 体 燃 料 流 量 制 御 部 は 、 温 度 変 動 に 連 動 す る バ ル ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 バ ル ブ は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら な る 部 材 を 構 成 要 素 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０
に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 １ 閾 値 温 度 で 流 量 が 零 に な る よ う に 、 第 １ セ ル の 温 度 に 連 動 し て 第 ２ セ ル の 空 気 極 へ 供
給 さ れ る 空 気 の 流 量 を 変 動 さ せ る 空 気 流 量 制 御 部 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
８ に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 空 気 流 量 制 御 部 は 、 温 度 変 動 に 連 動 す る バ ル ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２
に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 バ ル ブ は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら な る 部 材 を 構 成 要 素 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３
に 記 載 の 液 体 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 １ ５ 】
第 １ セ ル の 温 度 が 、 第 １ 閾 値 温 度 よ り も 高 い 第 ２ 閾 値 温 度 を 超 え た と き に 、 第 ２ セ ル の 空
気 極 に 冷 却 水 を 供 給 す る 冷 却 水 供 給 部 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ８ ～ １ ４ の 何 れ か １ つ に 記 載
の 液 体 燃 料 電 池 。
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